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　本館研究部民俗研究系教授，常光徹先生は 2014 年 3 月をもって本館を定年退職される。先生は
1998年10月1日に本館に助教授として着任され，2006年4月に教授に昇任，2007年4月から一年間，
総合研究大学院大学文化科学研究科日本歴史専攻長を務められた。さらに 2008 年 4 月からの二年
間は本館の副館長を務められ，本館および総合研究大学院大学の運営に多大な御尽力をされた。学
界においても日本民俗学会会長，日本口承文芸学会会長を務められたほか，日本昔話学会運営委員







































　1991 年 3 月に長年務められた中学校の教壇を去り，学習院大学，桐朋学園芸術短期大学，國學
院大學，成城大学などの講義を担当されながら研究を深められ，1998 年 10 月より，本館民俗研究
部に着任された。その後の御活躍は冒頭に記した通りであるが，研究の上でも，口承文芸から俗信
を含むより広い対象を取り扱うように大きく展開，発展を期されたことを指摘しておきたい。『親
指と霊柩車―まじないの民俗』（2000 年），『しぐさの民俗学―呪的世界と心性』（2006 年），そして
近著の『妖怪の通り道―俗信の想像力』（2013 年）などにまとめられた，民俗研究の本願ともいう
べき，まじない・俗信の研究がそれである。身近な生活のなかに現在でも息づいているまじないや
俗信を，丹念な実地調査に加えて，多くの民俗誌や民俗調査報告書からも拾い上げ，それらを貫く
論理と歴史的な展開過程とをたどることを志向した研究は，民俗学の現代社会における可能性を示
したものとして江湖に迎えられている。
　本館での常光先生の御業績として逸することができないこととして，「怪談・妖怪コレクション」
の収集がある。これは，主として近世以降の庶民文化のなかで，怪異や妖怪に関する絵画や記録・
文書資料を継続して集められたもので，類のない貴重な資料群として全国的に知られている。心意
や精神世界の反映としてのこうした資料の存在と収集は，文献史学や考古学が描く歴史像とは異な
る文化史，心性史研究の基礎的な部分を構成するもので，研究博物館としての本館の枢要なコレク
ションということができる。また多年にわたって整備を進められてきた「俗信データベース」は，
民俗学が蓄積してきたこの分野の資料を容易に検索，利用できる画期的なものである。こうした研
究の基礎的な部分の充実を図られてきたことは，今後の研究の発展の種を植えつけたものとして特
筆されるであろう。
　先生はこうした本館や学界における多方面にわたる御活躍の一方，温厚篤実，広範な視野と柔軟
な研究姿勢から多くの大学への出講を乞われ，さらに総合研究大学院大学での指導などを通して多
くの学生を育て，学位取得まで導かれてきた。こうした教育面での御功績もまた顕著である。加え
て酒席などでの誠実かつ洒脱な談話は同僚の私たちに有形無形の薫陶を及ぼしてきた。先生の御退
職は本館にとっては大きな損失であるが，残された私たちは，先生が在職中に示された研究に対す
る姿勢をたどりつつ，一層の発展に努力することを期したい。末文ながら，先生のますますの御発
展と御健勝とをお祈り申し上げる。
